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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

2010 年 2 月期第 2 四半期業績予想につきまして、2009 年 4 月 6 日付当社「2009 年 2 月期

決算短信（非連結）」にて発表いたしました業績予想を、下記の通り修正いたしますので、お

知らせいたします。 

 

記 

 

１．2010 年 2 月期第 2 四半期業績予想の修正（2009 年 2 月 21 日～2009 年 8 月 20 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期 

純利益 

1 株当たり四

半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 23,160 1,260 1,330 670 36 円 96 銭

今回修正予想（Ｂ） 22,930 1,470 1,400 670 36 円 96 銭

増減額 （Ｂ－Ａ） △230 210 70 0 

増 減 率 （％） △1.0 16.7 5.3 0 

（ご参考）前年同期実績 24,228 1,249 1,297 630 34 円 77 銭

 

２．修正の理由 

当第 2 四半期は、売上高においては依然として厳しい状況が続いておりますが、遊戯

機械部門において、「クレーンゲーム」を中心としたプライズ部門（景品提供機）の品

揃えの見直しによる部門構造改革に着手し、大型遊具や体感ゲーム、キッズメダルゲー

ム等、ファミリー部門の強化を進めてまいりました。 

上記の結果、プライズ部門における景品原価の大幅削減と同時に利益率の高いファミ

リー部門の拡大により、売上総利益は前年を上回るとともに、販売管理費の圧縮により

営業利益で計画を上回る見通しです。 

 

※上記記載の業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づいて作成したものであり、

実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

以上 


